
【製造業】 

 

 

 

 

図４ 鉱工業生産指数と製造業における死亡者数の推移 

 

 

図５ 製造業における労働災害の減少要因（複数回答） 
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平成11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年

鉱工業生産指数

（平成１１年＝１００）

製造業における死亡者数

（平成１１年＝１００）

１．鉱工業生産指数（単位：％、平成１１年＝１００） （％）

平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

100.0 105.8 97.9 96.6 99.8 101.2 102.4 107.0 110.0 106.3 83.7

２．製造業における死亡者数 （人）

平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

344 323 326 275 293 293 256 268 264 260 186
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図６ 製造業界において今後注力して取り組むこととしている安全衛生活動（複数回答） 

 

 

【建設業】 

 

 

 

図７ 建設投資等と建設業における死亡者数の推移 
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元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年

建設投資

（平成元年＝１００）

建設業就業者数

（平成元年＝１００）

死亡者数

（平成元年＝１００）

１．建設投資
【出典】平成21年度　建設投資見通し(H19、H20年度は見込み、21年度は見通し)（国土交通省） （億円）
平成元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度 8年度 9年度 10年度 11年度 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年
731,146 814,395 824,036 839,708 816,933 787,523 790,169 828,077 751,906 714,269 685,039 661,948 612,875 568,401 536,880 528,246 515,676 513,281 479,000 472,300 472,300

２．建設業就業者数の推移
【出典】「労働力調査」（総務省） （万人）
平成元年 2年 3年  4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年

578 588 604 619 640 655 663 670 685 662 657 653 632 618 604 584 568 559 552 537 517

３．建設業の死亡者数の推移 (人）
平成元年 2年 3年  4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年
1,017 1,075 1,047 993 953 942 1,021 1,001 848 725 794 731 644 607 548 594 497 508 461 430 371



 

 

 

図８ 建設業における労働災害の減少要因（複数回答） 

 

 

 

図９ 建設業界において今後注力して取り組むこととしている安全衛生活動（複数回答） 
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【陸上貨物運送事業】 

 

 

図１０ 国内貨物運送量等と陸上貨物運送事業における死亡者数の推移 
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元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年

国内貨物輸送量（トラック）（平成元年＝１００）

交通事故による死亡者数（平成元年＝１００）

陸上貨物運送事業における死亡者数（交通事故（道路）による）（平成元年＝１００）

陸上貨物運送事業における死亡者数（交通事故（道路）以外による）（平成元年＝１００）

１．国内貨物輸送量
【出典】「運輸経済統計要覧（トラック）」（国土交通省） （単位：億トンキロ）

平成元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年
2,629 2,742 2,838 2,816 2,759 2,806 2,946 3,055 3,063 3,007 3,071 3,131 3,131 3,120 3,219 3,276 3,350 3,465 3,548 3,464

２．交通事故
【出典】「平成２０年中の交通事故死者数について」警察庁 （単位：人）

平成元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年
11,086 11,227 11,105 11,451 10,942 10,649 10,679 9,942 9,640 9,211 9,006 9,066 8,747 8,326 7,702 7,358 6,871 6,352 5,744 5,155 4,914

３．陸上貨物運送事業における死亡者数 （単位：人）
平成元年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年

交通事故(道路） 216 211 202 206 197 216 226 233 197 160 205 197 180 169 169 160 170 121 123 82 66
交通事故（道路）以外 91 100 90 64 84 76 86 100 93 65 65 74 61 65 72 83 75 77 73 66 56


